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スリーヒントカルタ 

 

中 

 

国語・数学 

（国語） 

 

瀧井健太 

 

＜ねらい＞ 

 １．読み手の声を集中して聞き、多くの札の中から一枚の札を探す。 

２．相手に伝わるように声の大きさ・速さに気をつけて読む。 

３．ヒントから答えを想像して、札を探す。 

 

＜内容（作成方法・使用方法・工夫点など）＞ 

 ｢お正月に食べる プクーとふくらむ 食べ物は？｣ 

 ｢オレンジ色で 丸い 甘酸っぱい果物は？｣ 

 ｢風邪を 引いたときに 口と鼻に 着けるものは？｣ など スリーヒントの書かれ

た札を読み、｢おもち｣｢みかん｣｢マスク｣など、30 枚ほどある取り札の中から相応しいの

を取る。 

・読むことも評価の対象として、（ゆっくりよめているか）（ただしくよめているか）

（声の大きさ）などを確認しながら行った。 

・実態の差があり、札を 2 回続けて取れた生徒は、次に札を読む番として、全員が札を

取りやすいようにした。 

 

＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞ 

・子供たちは意欲的に取り組んでいた。 

・最後まで読み札を聞く、取るときの手の姿勢などをルールとして決め、みんなが楽し

みながら参加できるようにした。 

 

＜その他（材料、費用、購入先等）＞ 

・無地のカルタをアマゾンで購入（1500 円くらい） 

 


